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コース名
①司法書士試験の
ための法学入門

②先取り『記述式』講座 ③新竹下合格講座 ④基礎・実力養成講座 ⑤ブリッジ講座

ベーシック本科生Ａ ○ ○ ○ ○ ○

ベーシック本科生Ｂ ○ ― ○ ○ ○

通常受講料一覧 配付教材一覧

※教室講座でご受講の場合も「基礎・実力養成講座」はeボードを使用したスタジオ収録の講義を個別ＤＶＤ講座またはＷebにてご受講いただきます。　
※通学メディアでご受講の場合も「ブリッジ講座（実戦編解説）」はWebにてご受講いただきます。　
※「先取り記述式講座」は、2017年合格目標にて収録した内容となります。教室講座でご受講の場合も個別DVD講座またはWebにてご受講いただきます。
※上記カリキュラム図はベーシック本科生Aの1月学習スタートの実施イメージです。

❶司法書士試験のための法学入門
【全１回・2時間】

講義形式

❸新竹下合格講座【全52回・180分／回】講義形式

司法書士試験の全体像を全１回でつかむ入門講座
です。

学習初期から初歩的な記述式問題に取り組
む「先取りアウトプット」講座です。科目を不
動産登記法に限定し、司法書士試験特有の
「記述式」問題の概要をつかみます。

このコースの主軸となる講座です。論点まとめ教材
「直前チェック」をテキストとし、各科目の論点ごと
に知識の精度を磨き上げます。

記述式を本格的に学ぶ講座です。
「理論編」で択一式の知識を記述
式化する具体的思考方法を実践
とともに学びます。
「実戦編」で本試験レベルの記述
式問題を解いて実戦力を身につ
けます。

❷先取り『記述式』講座【全１0回・約100分／回】
 不動産登記法（10回）

講義形式

民法・不動産登記法（24回）、商法・商業登記法（15回）、
マイナー科目（13回）／民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（6回）、供託法・司法書士法（2回）、刑法（3回）、憲法（2回）

❺ブリッジ講座【理論編】【全22回・180分／回】
　【実戦編解説】【全46問】

講義形式 演習➡解説講義+

不動産登記法（11回）・商業登記法（11回）
《実戦編解説…全46問》不動産登記法（27問）・商業登記法（19問）
※「実戦編解説」は問題の解説を収録したものとなります。
問題をご自身で解いた後に該当問題の解説をご受講ください。
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教室（ライブ）・
教室収録講義

教室（ライブ）・
教室収録講義

反転授業で
教室受講※

❹基礎・実力養成講座【全180回・70分／回】※テーマにより講義時間は異なります。講義形式

【民法・不動産登記法／全84回】 民法・不動産登記法　【商法・商業登記法／全45回】 商法・商業登記法　
【マイナー科目／全51回】 民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（21回）、供託法・司法書士法（9回）、刑法（12回）、憲法（9回）

反転授業で
事前学習

※教室講座以外の学習メディアを選択された方は、
お申込みいただいた学習メディアでの受講となります。
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「新竹下合格講座」受講の前提と
なる基礎知識を学ぶ講座です。
「新竹下合格講座」を受講する前
に、対応する「基礎・実力養成講
座」の回を適宜受講してください。

eボード
スタジオ収録講義

eボード
スタジオ収録講義

【実戦編解説】

教室（ライブ）・
教室収録講義

【理論編】

司法書士 竹下合格システム 反転授業による反復学習スタイル！2018年
合格目標 新

新竹下合格システム 初めて司法書士試験の受験決意をした方向けベーシック本科生Ａ・Ｂ2018年
合格目標 竹下講師が持つ合格ノウハウの全てが凝縮された総合パッケージ


